
 

第 10１回ＦＭかほく番組審議会議事録 

 

１ 開催年月日 令和 8年 7月 11日 

 

２ 開催場所  オンライン（LINE ミーティング） 

 

３ 委員の出席 

  委員総数 5名 

  出席委員 5名 

  出席委員の氏名 岡野利明、西野真理、佐藤理恵子、さとうよし、杯精一 

  欠席委員の氏名 なし 

  オブサーバ（フォーラムメンバー） 3名  

  放送事業者側出席者名 新江克之 

 

４ 議題 

① 各番組についての意見・感想 

② その他意見・感想 

 

５ 議事の概要  

・ 議題についての審議 

 

６ 審議内容 

① 番組についての意見・感想 

「50歳からの最強人生！」 

・今回は、悩みとの付き合い方の内容だった。 

・わかりやすかった。 

・間の持ち方が絶妙だ。 

・選曲は「ドントウォーリー ハッピー」で、トークと音楽のつながりが考えてあった。 

・役立つ情報が盛りだくさんで、悩みは、書き出す事、人に話す事で対応と話していた。 

・全体を通して、丁寧な話し方で、難しくなりがちな話題をやさしく話されていた。悩みも捨てたものでない、 

と話されていた。 

 

「人生は挑戦だ」 

・本人が、日々いろんな事に、挑戦していることを話していた。 

・思いは、よくわかった。 

・バイタリティを感じ、リスナーに話しかけているように感じた。 

・役立つ情報として、北國新聞の赤羽萬次郎賞という、随筆部門の作品募集の情報があった。 

・自身のふるさとの七尾市に対する思い好感が持てた。 

 

 

 社名 特定非営利活動法人ＦＭかほく 



「ちゃがちゃがチャンネル」 

・声優同士で、明るく元気な話しぶりで、押しつけがましくなく、聴いていて気分がよかった。 

・役立つことがなくても聴いていて苦しくない。 

・流れとか時間とか考えていないように感じたが、キチンと構成されている。 

 

「ピースフルガーデン」 

・番組の狙いは、特に示されていないが、洋楽でリラックスタイムを届けたい、の番組コンセプトに感じた。 

・初めて聴いたが、なんとなく、ピースフルで、リラックスできた。 

・大手の局の DJ と遜色なく、バイリンガルで、流ちょう。テンポがいい、質の高いしゃべりだ。 

・花言葉の情報があり、セリーヌディオンの新譜の情報があった。 

・番組の終りに、放送した全曲のアーチスト、曲の紹介をしており、時間ピッタリで閉めている所がおしゃれ 

だ。 

 

「こんにちは高橋しげのりです」 

・共産党の新聞赤旗から話していた。 

・まじめな政治の話に対して、親しみやすい音楽を流していた。 

・手慣れている感じがした。 

・かほく市の役立つ情報があり、選曲がおちゃめな印象だ 

 

 

② その他意見・感想 

・番組や、音楽・ＢＧＭにＡＩの活用についての話があった。 

。 

 

③ 審議機関の答申又は改善意見に対してとった措置及びその年月日 

・特になし 

 

 

④ 審議機関の答申又は意見の概要を公表した場合におけるその公表の内容、方法及び年月日 

・ホームページ公開 令和 8年７月１２日 

 

 

⑤ その他の参考事項 

・特になし 
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